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2001 年１月９日

報道資料

加賀電子株式会社

加加賀賀電電子子、、アアナナロロググ半半導導体体設設計計開開発発会会社社  ＡＡＣＣテテククノノロロジジーーズズ社社にに出出資資

加賀電子株式会社（本社：東京都文京区、取締役社長：塚本 勲、本社：東京都文京区）(以下 加

賀電子)は、中・小規模のアナログ（ミックスド･シグナル）ＩＣの設計・開発会社 エーシーテク

ノロジーズ株式会社（本社：神奈川県川崎市、取締役社長：久保 大次郎氏）(以下ＡＣテクノロ

ジーズ ）の設立に際し、発起人として出資致しました。

近年、エレクトロニクス業界、特に情報･通信機器、ＤＶＤなどのデジタル家電の多機能・低価

格化は目を見張るものがあり、これらの中枢ＬＳＩは急速にデジタル化・大規模集積化が進んで

おります。しかし、電子機器の入出力回路や無線、電源回路などはアナログ信号であり、機器の

デジタル化が進むと共に、アナログ／デジタル混載の効率的な処理ＩＣの需要は拡大してきてお

ります。アナログＩＣの設計は、独特の技術とノウハウが必要で、技術者の育成には長期間を要

し、比較的利益率も高く収益の確保が可能な事業です。ＡＣテクノロジーズは、アナログＩＣの

設計・開発・コンサルテーション、そして技術者の育成などを行なうアナログＩＣの専門家集団

として、昨年１２月に設立、本日より業務を開始します。

加賀電子は、半導体技術商社として技術開発力の強化によるソリューション・プロバイダーを

標榜しており、グループ企業内の開発・設計力を増強する一方、外部の技術開発会社との業務提

携を積極的にすすめております。

このたびのＡＣテクノロジーズへの出資はその戦略の一環であり、顧客からの受託開発の対応

や加賀電子グループのオリジナル製品の開発対応を期待しています。

また、ＡＣテクノロジーズが半導体ファブレスカンパニーとして自社ブランドオリジナル製品

を販売する際の、販売を行う計画です。

ＡＣテクノロジーズでは２００５年には、社員数 ３０～４０名、開発製品 売上高７０億円を

計画しており、同社 非常勤取締役として、加賀電子グループの半導体技術開発会社 加賀マイク

ロアート（加賀電子100％出資）常務取締役 田中邦道が就任致しました。

■この件に関するお問い合わせは

加賀電子株式会社 〒112-8657  東京都文京区音羽 1－26－1

社長室長  志摩 良一 TEL:03-3942-6222  FAX:03-3942-6634
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－参考資料－

ＡＣテクノロジーズ株式会社

会社概要（平成１３年１月９日現在）

住      所 〒212-0013 神奈川県川崎市幸区堀川町 580番地

ソリッドスクエア西館１５階

  TEL：044-542-6780  FAX：044-542-6781

設      立 平成１２年１２月

資  本  金 ７千万円

株 主 構 成     東芝１８.６％、 加賀電子１８.６％、ＫＥＣ１８.６％、

久保 大次郎１４.３％、太陽電音１１.４％ 他

代  表  者 取締役社長  久保 大次郎

(元 ㈱東芝 半導体システム技術センター長)

役      員 取締役 日下部 博巳
（元㈱ 東芝セミコンダクター社 半導体設計部主幹）

取締役(非常勤) 大井田 義夫
（㈱ 東芝セミコンダクター社 ）

取締役(非常勤) 田中 邦道
（加賀マイクロアート ㈱ 常務取締役）

取締役(非常勤) 崔   順周
（㈱ ＫＥＣ総合研究所所長、常務取締役）

監査役(非常勤) 後 修二郎
（㈱ 東芝セミコンダクター社 ）

売  上  高 ２００５年（平成１７年） ７０億円（計画）

従  業  員 １０名

事 業 内 容     半導体集積回路製品の設計・開発、及び販売業務

電子機器の設計・開発業務


